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エゴマ葉の胆汁酸吸着能の検証  
Verification of Binding Capacity of Bile Acids to Perilla Leaves 







特に水耕栽培されたエゴマ葉の機能は未知である。本研究では、エゴマ葉の in vitro におけ
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ム和光純薬）に 200 mM となるように溶解し、その溶液を PBS で終濃度が 4 mM となるよ
うに希釈した。胆汁酸溶液に対して 1 w/v%となるようにエゴマ葉パウダーまたはコレスチ
ラミン（SIGMA）を加え、室温で 10 分間振盪した。その後、室温において 15,000 rpm で
15 分間遠心し、上清を水で 10 倍希釈したものを測定サンプルとした。胆汁酸の濃度測定に
は、胆汁酸測定キットを用いて（総胆汁酸 -テストワコー、富士フィルム和光純薬）を用いた。
各胆汁酸に対する吸着能は、以下の式で求めた。  
胆汁酸吸着能（％）= 100 −  
試料添加の胆汁酸量
試料無添加の胆汁酸量
 × 100 
 
2-2. in vitro における胆汁酸吸着能の測定  
マウスにおける胆汁酸排泄量の測定  
本研究における動物実験は、富山短期大学実験動物委員会の承認を受けて実施した。実験
動物として、C57BL/6 マウス（オス、6 週齢、12 匹）を使用した。12 匹中 6 匹は普通食（CE-
2 、日本クレア社）、6 匹は 2％エゴマ葉を加えた飼料を 5 日間摂取させ、最後の 72 時間の
糞を 1 日毎に採取した。試験期間中は、餌摂取量と体重を測定した。  
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3.結果  
















本研究において、エゴマ葉は in vitro において二次胆汁酸であるリトコール酸やデオキシ
コール酸に対して特異的な吸着能を示すことが明らかとなった。特に、リトコール酸に対す
る吸着能は、今回の実験条件において、胆汁酸吸着剤であるコレスチラミンと同程度の胆汁









コール酸 11.2 ± 1.0 89.8 ± 0.3
デオキシコール酸 46.7 ± 0.2 95.8 ± 0.1
リトコール酸 98.1 ± 0.2 96.2 ± 0.3
エゴマ葉パウダー（n=3） コレスチラミン (n=3)
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図 1. マウスの胆汁酸排泄に対するエゴマ葉添加食の効果  
普通食摂取群（n=6）、2%エゴマ葉添加食摂取群（n=6）における、摂餌量（A）、糞重
量（B）、糞中胆汁酸量（C）、胆汁酸排泄量（D）を示す。NS: 有意差なし（P > 0.05） 
